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協
議
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

協
議
員
の
担
当
分
担
確
認 

② 

今
年
度
の
自
主
防
災
訓
練
は
消

火
栓
消
火
訓
練
を
３
回
実
施
。
３

月
に
は
開
井
（
バ
ケ
ツ
使
用
可
能

井
戸
）
の
使
用
許
可
確
認
も
。 

③ 

第
１
回
三
世
代
交
流
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
内
容
確
認
。
準
備

は
体
育
委
員
を
中
心
に
。 

④ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
修
築
と
「
地

縁
団
体
と
し
て
の
法
人
化
」
検
討

は
特
別
な
委
員
会
を
設
け
ず
協

議
員
会
で
推
進
す
る
。
玉
垣
修
築

の
た
め
の
基
礎
工
事
（
延
べ
石
敷

設
）
は
財
政
積
立
金
よ
り
拠
出
。

「
法
人
化
」
に
つ
い
て
は
来
年
度

総
会
で
議
事
と
し
て
提
案
す
る

こ
と
を
目
標
に
。 

《 

お
知
ら
せ 

》 

■ 

「銀
の
馬
車
道
」が 

日
本
ユ
ネ
ス
コ
未
来
遺
産
に 

 

昨
年
１
１
月
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協 

会
連
盟
が
銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
協
議
会
の
「
銀
の
馬
車
道
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
地
域
の
文
化
・
自 

然
遺
産
を
未
来
に
伝
え
る
市
民
の 

活
動
を
応
援
す
る
「
第
４
回
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
に
決
定
し
た
。 

こ
れ
で
過
去
４
年
間
で
、
応
募
１
４ 

６
件
中
、
全
国
で
３
９
件
が
認
定
。 

■ 

「地
域
の
夢
推
進
事
業
」 

 

県
と
町
が
平
成
２
３
年
度
か
ら

３
ヵ
年
計
画
で
取
り
組
む
「
地
域
の

夢
推
進
事
業
」
の
２
年
目
の
事
業
と

し
て
昨
年
１
１
月
、
改
修
中
の
三
木

家
住
宅
の
仮
囲
い
に
松
岡
映
丘
の

屏
風
絵
と
そ
の
説
明
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
。
こ
の
屏
風
絵
は
柳
田
兄

弟
の
末
弟
で
あ
る
日
本
画
家
映
丘

さ
ん
の
「
矢
表
（
や
お
も
て
）
」
と
い
う

平
家
物
語
の
屋
島
の
合
戦
を
題
材

に
し
た
大
作
だ
そ
う
だ
。
改
修
工
事

概
況
の
説
明
パ
ネ
ル
と
合
せ
て
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

ま
た
、
今
年
２
月
に
は
柳
田
國
男

生
家
・
記
念
館
や
歴
史
民
俗
資
料
館

周
辺
の
美
装
舗
装
、
ス
ロ
ー
プ
の
設

置
等
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

な
さ
れ
た
。 

《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月
２
７
日(

土) 
 

民
俗 

辻 

 
 

広
場
ま
つ
り
（
福
崎
町
主
催
） 

４
月
２
９
日(

祝) 
 

三
世
代
交
流 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

５
月
中
～
下
旬 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
６
日(

土) 
 
 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

祭
礼
行
事
報
告   

◇
１
月
１
・
２
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
６
日(

日)  
 
 

冬
え
び
す 

 
 

十
二
隣
保
の
方
を
始
め
、
二
〇
余

名
の
参
拝
が
あ
っ
た
（
引
き
続
き
今

年
も
中
学
３
年
生
の
合
格
祈
願
と

絵
馬
奉
納
が
執
り
行
わ
れ
た
）
。 

◇
１
月
１
３
日(

土) 

と
ん
ど 

鈴
の
森
神
社
で
は
正
月
飾
り
を

持
っ
た
子

ど
も
た
ち

の
姿
が
目

に
つ
い
た
。

子
ど
も
が

付
き
物
の

年
中
行
事

に
な
れ
ば

い
い
の
だ

が
…
。 

以
上
十
二
隣
保 

 

以
下
十
三
隣
保 

◇
２
月
３
日(

金)

節
分 

年
越
祭 

 
 

十
三
隣
保
最
初
の
祭
儀
。「
歳
灯
」

と
お
神
酒
で
温
ま
っ
た
。 

◇
２
月
１
７
日(

日) 

初
午
祭 

 

子
ど
も
相
撲
が
復
活
。
し
か
し
、

マ
サ
土
の
立
派
な
土
俵
に
参
加
は

３
組
だ
け
だ
っ
た
。
残
念 

 

◇
１
２
月
１
６
日(

日) 
 

 

老
人
会
と
子
ど
も
会
に
よ
る
鈴

の
森
神
社
の
清
掃
と
「
ふ
れ
あ
い
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

小
学
生
５
４
名
を
は
じ
め
約
一
〇

〇
名
が 

参
加
。 

雨
上
が 

り
の
辻 

川
山
に 

歓
声
が 

こ
だ
ま 

し
た
。 

 

事
業
報
告 

◆
１
２
月
２
日
（
日
） 

消
火
栓
消
火
訓
練 

 

ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
訓
練
で
あ
っ
た

が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
二
〇
～
三
〇

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
昨
年
９
月
の

区
内
で
の
火
災
を
受
け
て
の
訓
練

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
危
機
感
を

持
っ
て
多
く
の
住
民
の
参
加
が
あ

っ
た
。
消
火
栓
の
ふ
た
の
開
け
方
に

辻
川
区
内
で
は
３
タ
イ
プ
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
筒
先
や
ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ
の
パ
ッ
キ
ン
劣
化
が
目
立
つ
。

継
続
的
な
点
検
整
備
が
急
が
れ
る
。 

         

◆
１
月
２
０
日
（
日
） 

平
成
２
５
年
度
辻
川
区
総
会 

 

八
八
名
出
席
。
第
１
～
５
号
議
案

承
認
。
区
長
・
協
議
員
を
選
出
。 

辻
川
山
の
手
入
れ
は
５
月
に
下

刈
り
、
１
１
月
に
植
栽
を
予
定
，
自

主
防
災
訓
練
と
し
て
年
３
回
の
消

火
栓
消
火
訓
練
実
施
予
定
、
消
防
団

と
連
携
し
て
隣
保
の
方
も
消
火
栓

の
点
検
を
，
鈴
の
森
神
社
玉
垣
の
土

台
改
修
費
は
財
政
積
立
か
ら
拠
出

等
が
報
告
さ
れ
た
。 

[

質
問
・
意
見]

：
繰
越
金
は
年
度

末
に
一
度
積
み
立
て
て
必
要
に

応
じ
て
出
金
を
。
協
議
員
と
消
防

団
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
。
玉

垣
改
修
推
進
は
協
議
員
会
で
。 

◆
１
月
２
６
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

④ 

十
三
隣
保
か
ら
平
成
２
５
年 

度
祭
礼
行
事
日
程
に
つ
い
て
等 

◆
３
月
３
日
（
日
） 

消
火
栓
講
習
・
防
災
設
備
調
査 

今
年
度
３
回
予
定
し
て
い
る
自

主
防
災
訓
練
の
初
回
。
春
の
火
災
予

防
週
間
に
合
せ
て
消
火
栓
消
火
訓

練
を
実
施
し
た
。
今
回
も
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
行
わ
れ
十
五
～
二
〇
名
程
度

の
参
加
が
あ
っ
た
。
消
防
団
員
の
解

り
や
す
い
説
明
に
納
得
。
全
て
の
住

民
参
加
、
特
に
昼
間
区
内
に
お
ら
れ

る
方
の
積
極
的
参
加
が
望
ま
れ
る
。 

訓
練
終
了
後
、
協
議
員
で
震
災
に

よ
り
長
期
に
わ
た
り
停
電
・
断
水
が

続
く
場
合
の
、
井
戸
（
開
井
）
の
使

用
許
可
に
つ
い
て
協
力
確
認
に
回

っ
た
（
１
ブ
ロ
ッ
ク
は
調
査
済
）
。

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
十
五
軒
の

お
宅
は
次
号
で
公
表
予
定
。
感
謝 
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三
木
家
住
宅
に
屏
風
絵 

 

3月 23日 辻川山の桜開花 

 

三
世
代
交
流 

 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

平
成
二
五
年
度
の
辻
川
区
の
事
業
と
し
て｢

三
世
代

交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会｣

を
計
画
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
以
前
か
ら
住
民
の
方
々
の
要
望
で
も
あ
り
、
そ

れ
に
も
ま
し
て
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
流
を
意
図
的

に
つ
く
り
出
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
世
代
を
超
え
た
交
流
は
、
か
つ

て
は
、
家
族
や
地
域
の
日
常
生
活
の
中
に
ふ
つ
う
に
存

在
す
る
も
の
で
し
た
。
地
域
社
会
で
は
大
人
は
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
他
人
の
子
ど
も
で
も
悪
い
こ
と
を
し

た
時
に
は
叱
る
と
い
う
こ
と
が
、
ご
く
自
然
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
が
最
近
で
は
、
少
子

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
急
速
に

変
化
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
異
世
代
が
共
存
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
も
あ
っ
て
、

あ
え
て｢

三
世
代
交
流｣

と
い
う
名
称
を
使
っ
た
わ
け

で
す
。
地
域
の
住
民
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
ら
れ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
す
こ
や
か
に
育
ち
、
心
の
か
よ
い
あ
う
地
域
づ
く
り

が
出
来
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
参
加

し
て
、
一
日
楽
し
く
過
ご
し
て 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

三世代交流グランドゴルフ大会 

・8 時 30 分開会（雨天中止） 

・辻川山の町民第１グランド 

・個人戦（隣保対抗ではありません） 

  ★ 当日の飛び入り参加可能 

http://www10.plala/


平
成
２
５
年
度
辻
川
区
役
員
一
覧 

[

総
軒
数 

三
二
三
軒] 

 
 

４
月
か
ら
団
体
役
員
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。〈
４
／
６
現
在
〉 

  

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義
（
総
務
） 

会 

計 
 

川
端 
一
郎 

協
議
員 

 

（ 

）
は
主
な
担
当 

 
 
 

田
﨑 

正
和
（
広
報
） 

松
岡 

博
子
（
文
化
） 

鈴
木 

健
文
（
環
境
） 

 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
） 

 
 
 

桑
原 

賢
治
（
土
木
） 

 
 

植
田 

弘
造
（
環
境
） 

 
 

前
田 

亮
平
（
体
育
） 

中
村 

武
嗣
（
体
育
） 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
[

世
帯
数] 

◎ 

１ 

山
口 

章
範 

[
1
1] 

 
 

２ 

川
端 

一
郎 

[
1
4] 

 

３ 

松
岡 

幸
雄 

[
35
] 

１
４ 

木
村
健
一
郎 

 [
9
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 

４ 

小
畑 

一
三 

 [
7
] 

 

５ 

松
岡 

義
隆 

[
13
] 

 
 

６ 

内
藤 

隆
夫 

 [
9
] 

◎ 

７ 

松
岡 

春
美 

 
[
9] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
０ 

酒
井 

敬
幸 

[
6
5] 

１
１ 

鈴
木 

 

弘 
 
 [
6
] 

１
２ 

松
岡 

寿
孝 

 [
8
] 

１
３ 

藤
原 

秀
樹 

[
23
] 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

８ 

大
野 

義
晴 

 
[
9
] 

 

９ 

山
道 

和
樹 

[
3
0] 

◎
１
５ 

奥
平 

高
雄 

[
1
0] 

２
０ 

村
越
ひ
さ
子 

[
1
4] 

２
１ 

人
見 

民
男 

 
[
8] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

釜
坂 

真
一 

[
13
] 

◎
１
７ 

上
原 

 

浩 
 
[
1
2] 

１
８ 

山
内
賢
二
郎 

[
10
] 

１
９ 

北
川 

祐
典 [

1
0] 

  

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

上
延 

教
泰 (

第
１ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

内
藤 

泰
彦 (

第
２ｸ

ﾗﾌ
ﾞ
) 

小
谷
喜
多
男 

(

第
３ｸﾗ

ﾌﾞ
) 

女 

性 

部 

小
畑
富
久
美 

 
 
 
 
 
 

商
工
部
会 

古
井 

徹
夫 

農
業
部
会 

上
延 

英
一 

 

消 

防 

団 

駒
田 

忠
成 

 

青 

年 

団 

内
藤 

大
智 

 
小
学P

T
A
 

見
藤 

 

茂 
 
 

中
学P

T
A
 

堀 
 
 

一
夫 

 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 
員 

 
 
 
 

山
下
美
紀 

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴
木
ま
き
子 

 
 

 
 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本
徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡
初
子 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

松
岡
博
子 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

川
端
一
郎 

体
育
普
及
員 

 
 

 

駒
田 

仁 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑
正
和 

  

 ５ 

旧
福
崎
町
役
場 

が
あ
っ
た
こ
ろ 

〔
昭
和
三
一
年
～
五
〇
年
頃
〕 

「
今
こ
の
カ
ケ
ア
ガ
リ
（
現 

田
尻
の
交
番
付
近
）
を
西
に
ま 

っ
す
ぐ
市
川
に
架
か
る
神
崎
橋 

に
向
か
っ
て
舗
装
道
路
が
新
設 

さ
れ
て
い
る･

･

」
と
の
記
録
（ 

昭
和
二
四
年
三
月
）
に
登
場
す 

る
県
道
三
木-

山
崎
線(

現
田
尻 

辻
川
線
）
の
開
通
に
よ
っ
て
辻 

川
の
風
景
は
大
き
く
変
化
す
る
。 

旧
来
の
「
東
所
」「
中
所
」
「
西 

所
」
に
「
新
開
地
」
が
加
わ
っ 

た
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
新
開
地
」
発
展
の
起
爆
剤

と
な
っ
た
の
が
現
辻
川
歩
道
橋
西

北
の
更
地
に
あ
っ
た
昭
和
二
五
年

設
置
の
神
崎
地
方
事
務
所
で
あ
る
。

合
併
前
か
ら
そ
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
福
崎
・
田
原
二
町
村
間
で
確

執
（
注
１
）

が
あ
っ
た
と
い
う
。 

新
福
崎
町
は
昭
和
三
一
年
五
月

三
日
に
始
ま
っ
た
。
町
名
を
福
崎
、

町
役
場
を
旧
田
原
村
役
場
に
、
そ
し

て
初
代
町
長
に
は
旧
八
千
種
村
村

長
が
就
任
し
た
。
旧
田
原
村
役
場
は

現
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
福
崎
東
支
店
付
近

に
あ
っ
た
。
そ
の
後
（
昭
和
三
三
年

頃
か
？
）
元
神
崎
地
方
事
務
所
の
建

物
へ
移
転
し
た
町
役
場
は
、
現
庁
舎

へ
移
転
す
る
昭
和
五
〇
年
ま
で
の

約
二
十
年
間
、
こ
の
地
で
町
行
政
を

執
り
行
っ
た
。 

                       

 

合
併
当
時
の
地
図
に
は
辻
川
に

次
の
公
共
施
設
が
見
え
る
。
一
隣
保 

に
福
崎
電
報
電
話
局
（
注
２
）
、
二
隣
保

に
団
体
事
務
所
（
旧
神
崎
郡
役
所
）
、

三
隣
保
に
福
崎
保
健
所
と
法
務
局
、

八
・
九
隣
保
間
に
田
原
村
役
場
、
十

五
隣
保
に
農
林
出
張
所
（
神
崎
地
方

事
務
所
）
と
福
崎
郵
便
局
（
注
３
）
。 

昭
和
三
十
年
代
半
ば
以
降
の
新

道
筋
発
展
の
象
徴
は
、
昭
和
三
九
年

に
郡
内
初
の
信
号
機
が
辻
川
交
差

点
に
つ
い
た
こ
と
。
昭
和
四
五
年
（
注

４
）

に
は
郡
内
初
の
歩
道
橋
が
役
場

東
に
完
成
し
た
。
図
１
・
図
２
（
昭

和
四
四
年
）
に
は
、
ま
だ
福
崎
ボ
ウ

ル
も
平
野
病
院
も
見
え
な
い
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
閉
鎖
後
、
そ
の
建
物
を
利

用
し
て
銀
ビ
ル
（
注
５
）

が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
が
昭
和
五
二
年
だ
っ
た
。 

                       

図
２
の
田
原
中
学
校
は
昭
和
二

二
年
に
発
足
し
た
が
、
五
四
年
に
田

原
小
学
校
の
新
校
舎
建
設
に
伴
い

そ
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
現
小
学
校
南

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が

広
が
る
場
所
に
あ
っ
た
。
体
育
館
の

み
が
今
も
残
る
。
翌
昭
和
五
五
年
に

福
崎
東
中
学
校
が
開
校
し
た
。 

昭
和
四
八
年
の
播
但
自
動
車
道

砥
堀
～
福
崎
間
開
通
に
始
ま
る
高

速
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
道
は
さ

ら
に
南
へ
変
遷
す
る
。
翌
四
九
年
に

は
中
国
縦
貫
自
動
車
道
の
西
宮
北

～
福
崎
間
が
部
分
開
通
し
、
五
八
年

に
は
中
国
道
は
全
線
で
開
通
し
た
。

同
じ
く
昭
和
五
八
年
に
は
福
崎
大

橋
が
開
通
し
役
場
南
の
新
道
（
現
三

木-

山
崎
線
）
が
東
西
交
通
の
幹
線

道
路
に
な
っ
て
い
く
。 

 
 

終
わ
り 

 
 

            

          

注
１

当
時
、
神
姫
バ
ス
営
業
所
の
設
置
場

所
に
つ
い
て
も
同
様
の
確
執
が
あ
り
、

こ
ち
ら
は
新
町
の
現
公
民
館
地
に
設

置
さ
れ
た
。 

注
２

福
崎
電
報
電
話
局
は
、
昭
和
四
二
年

頃
に
田
原
小
学
校
西
に
設
置
さ
れ
た

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
崎
別
館
に
そ
の
機
能
を

移
管
し
た
。 

注
３

福
崎
郵
便
局
は
昭
和
三
一
年
に
農

林
出
張
所
の
南
に
新
道
を
は
さ
ん
で

設
置
さ
れ
、
辻
川
郵
便
局
に
は
電
報

電
話
局
の
業
務
の
み
残
し
た
。 

注
４

田
原
小
学
校
一
〇
〇
周
年
記
念
誌

「
ま
な
び
の
郷
」
に
は
昭
和
四
六
年

と
あ
る
。 

注
５

「
銀
ビ
ル
」
は
平
成
十
一
年
（
１
９

９
９
年
）
に
現
在
地
に
ボ
ン
マ
ル
シ

ェ
と
改
称
し
移
転
す
る
。 

〈
参
考
文
献
・出
典
〉 

・
福
崎
町
史 

第
二
巻
・
第
四
巻 

・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展 

福
崎
町
の
文
化
財(

平
成
一
六
年) 

福
崎
記
（
平
成
一
八
年
度
） 

福
崎
の
道
（
平
成
一
九
年
度
） 

 

・
柳
田
國
男
著
「
故
郷
七
十
年
」
他 

 

編
集
後
記 

 

辻
川
の
交
易
道
の
歴
史
は
、
９
９
１

年
、
有(

在)

井
堂
に
休
泊
さ
れ
た
慶
芳

上
人
（
１
３
４
８
年
峯
相
記
）
に
始
ま

る
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
東
西
の
道
は

時
代
の
要
請
に
応
え
、
新
た
に
南
へ
南

へ
移
動
し
そ
の
周
辺
に
街
を
つ
く
っ
て

き
ま
し
た
。
道
の
変
遷
を
ま
と
め
る
た

め
に
、
そ
の
時
々
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て

い
る
地
形
図
を
重
視
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
掘
り
起
こ
し
は
不
十
分
で
す
。

現
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
に
あ
っ
た
煙
草

専
売
収
納
検
査
所
跡
地
に
は
春
に
な
る

と
白
花
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

九
州
か
ら
葉
煙
草
が
持
ち
込
ま
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

〔
田
﨑
〕 

４隣保担当 

図１ 国土地理院 昭和 40(1965)年 2 月 撮影〔ほぼ図２と同じ範囲〕  

雲津川 福崎町役場 

市
川 

電報電話局 

田原中学校 

福崎郵便局 

派出所 

養老院 

辻川山 

図２ 昭和 40年代の辻川とその周辺（昭和 44年発行） 

辻
川
の
道 


